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基本施策29　公共施設マネジメントの推進
　　　　　　　　　　 　【施策統括課：資産活用担当

主な関係課：政策経営課、建築営繕課、環境政策課、工事担当、下水道課、教育総務課】

＜現状と課題＞
○現在、全国的に高度経済成長期に集中的に整備されたいわゆるハコモノといわれる公共
建築物や道路・橋梁等のインフラ施設を含めた公共施設の老朽化が一斉に進行している
一方、本格的な人口減少社会の到来や少子高齢化の進展等により、財政状況が厳しさを増
している中、既存の公共施設を現状と同一の規模で維持・更新することは極めて困難と考
えられています。

○このような状況下、国では、速やかに公共施設の全体の状況を把握し、長期的な視点を
もって、更新・統廃合・長寿命化等を計画的に行うことにより、財政負担を軽減・平準化す
るとともに、公共施設の最適な配置を実現するため、平成26(2014)年4月、全国の自治体
に対して「公共施設等総合管理計画」の策定を要請しています。

○全国的な傾向と同様に、国立市においても既存の公共施設の全てを現状と同一の規模で
維持・更新していくのは難しいと見込まれます。国立市が将来にわたり適切な行政サービ
スの提供と持続可能な財政運営の両立を図るためには、公共建築物やインフラ施設及び
土地といった市有財産を経営資源として捉え、次代を見据えた戦略的な運用を図ること
で、最大限の効果を発揮させ、健全な財政基盤に基づくまちづくりが推進できるよう、高
い実効力を伴った「公共施設マネジメント」に取り組む必要があります。

○こうした状況を受け、国立市では、平成29(2017）年3月に「国立市公共施設等総合管理計
画」を策定しました。その後、個別施設計画である「国立市道路等長期修繕計画」及び「国立
市公共下水道ストックマネジメント基本計画」を策定し、計画に基づく取り組みを行って
います。また、公共建築物の最適な配置を行うための個別計画として令和2（2020）年度
に「公共施設再編計画」を策定し、公園施設の適切な整備、保全のための「（仮称）公園施設
長寿命化計画」については、令和4(2022）年度の策定に向けて取り組みを進めています。

○今後、それぞれの個別施設計画が実効性を伴って展開されるよう事業を進めていく必要
があります。

＜施策の目的及び体系＞

　公平かつ効果的・効率的な施設配置を達成し、必要な行政サービスの継続的かつ安定
的な提供を推進します。
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＜展開方向１：公共施設等の適正管理と有効活用＞
【目的】
　人々の暮らしや市内の経済活動を支える重要な都市基盤として、既存の公共施設等の機能を
適切に保つとともに、経営資源と捉え最大限の効果が発揮できるよう有効活用していきます。

【手段】
◆「国立市公共施設保全計画(平成27(2015)年5月策定)」に基づき、既存施設の計画的な保全を
推進します。

◆道路・下水道等のインフラ施設について、既存施設の計画的な維持・更新を推進します。
◆市が保有する財産のうち、利用計画が定まっていないものについて、売却や貸付、有償借地の
解消等の取組を推進します。

◆土地や建物といった市有財産を経営資源として捉え、有効活用を図ります。
【展開方向の進捗状況を測定するための指標】

＜展開方向２：公共施設の再編・再配置＞
【目的】
　将来にわたり適切な行政サービスの提供と効率的な行政運営の両立を図ります。

【手段】
◆「公共施設再編計画」に基づき、公共施設の再編・再配置を推進します。
◆学校を地域コミュニティの拠点として有効活用できるよう、建て替えの機会を捉え、周辺の既
存施設との集約化や複合化・多機能化を推進します。

◆再編・再配置後においても、行政サービスの質の維持・向上を図るため、民間事業者の資金やノ
ウハウの活用を推進します。

【展開方向の進捗状況を測定するための指標】
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施設利用者との塗装修繕

学校壁面塗装研修

施設点検現場研修


